
 

人権政策のありかたを見直しましょう！ 

●下の表は、H21 年度職員が人権の政策研修や大会に参加した主なも

のです。温泉地等で行われた研修をどう町にいかすのでしょうか。 
部落解放同盟は年 3 回嵐山町に予算要望や政策実現を交渉します。

嵐山町人権政策は「今後の同和対策の基本方針における実施計画」

です。人権政策が、運動団体の要請や要望に応えるだけでは困ります。 
●冤罪事件、外国人の人権や、IT や携帯電話サイトの人権侵害、

薬害、新しい人権侵害、男女共同参画にも比重を注ぐバランスの

よい、時代が求める人権問題を行政政策としてほしいですね。 
月日 場所 主催者 行事名 町の支出 
４/11 熊谷市 部落解放同盟 定期大会 5000 円 
4/28 行田市 部落解放同盟 2009 年度活動

計画の説明会 
2 名 2,000 円 

6/25,26  草津温泉 部落解放同盟 夏季講座 2 名・40800 円 
７/2.3 みなかみ町 部落解放同盟 東日本研究集会 ３名・58,200 円 
7/13,14 伊香保町 部落解放同盟 比企郡市協議会 2 名・38800 円 
7/14,15 伊香保町 部落解放正統派 第 1 回研修会 2 名・38800 円 
9/27,28 那須塩原市 部落解放愛す

る会 
第 87 回研修会 2 名・36800 円 

10/4,5 みなかみ市

湯原 
部落解放愛す

る会 
第 20 回研修会 2 名・36800 円 

10/ 24 , 
25 , 26  

広島県福山

市 
部落解放同盟 全国大会 2 名・56000 円 

10/8,9 
11/5,6 

熊谷市 部落解放同盟 人権教育啓発リ

ーダー研修会 
1 名 36000 円 

11/18 東松山市 部落解放同盟 研究集会 10 名 40000 円 
11/25,26 伊香保町 部落解放正統派 20 回研修会 2 名 38800 円 
1/12 熊谷市 部落解放同盟 新年旗開き 2 名 20000 円 
1/20,21 伊香保町 部落解放同盟 比企郡市新年

旗開き 
2 名・38800 円 

●部落解放同盟の要請による人権フェスティバル、女性部文化祭、

集会所連絡協議会のほか、嵐山町町立吉田集会所管理に 88 万 5
千円、人権教育推進事業（135 万円）や、嵐山支部への補助金

69 万円があります。 

はじまりです。若い人の嵐山町事業への参画です。 

最初は、成人式の実行委員会でした。 

 

★中学生、高校生が中心になって、企画し、放課後子ども教室のボラン 

ティアの 20 代の人がまとめ、小学生も手伝いました。本年度成人の 

人も実行委員です。子ども太鼓「嵐」の演奏がオープニング。 

★ユーモアあふれる手作りの成人の祝いでした。 

★10 代や 20 代の人のアイデアや意見は大人とはちょっと違います。 

今、若い人が持っている力を発揮できる場は、嵐山町には 

ほとんどありません。政策もまだまだ｡ 予算もありません。 

★これから、子どもや若い人が、自分の力を地域で発揮でき、 

充実できるそのような企画や場を増やし、成長の糧にできるように。 ↑中学生・高校生も実行委員で参加した「成人の祝い」 

嵐山町の教育施設がすこしずつ、新しく整備されてきています。 

生涯学習を行う公民館は、元の勤労福祉会館を改修して 

「ふれあい交流センター」としてオープンします。 

●ふれあい交流センターの建設費は、駐車場を含め 2 億 4 千万円です。 
 調理室もあるし、防音施設のある部屋が２ヵ所。 
 予算の範囲内で、板張りの部分もある設計です。 
●ふれあい交流センターは、公民館と出張所機能と二つの性格をもちます。 
現公民館は壊して、駐車場になり、防火水槽ができます。 

●吉田にある農業構造センターは、北部交流センターに。 
●元鎌形小の特別教室は南部交流センターに。 
北部交流センターは、七郷小を中心にして北部地区の文化の一つの拠点に。 
南部交流センターは、嵐山町立幼稚園を中心にして、子どもと地域の人が

集まる施設として、地域づくりが進むといいと思います。 
 

●七郷小学校の体育館は、 
昭和 42 年建設です。鉄筋

が劣化しているという判断。 
●子どもが減少していますが、

社会体育にも利用できます。 
●2 億円くらいの予算です。

●屋根に、太陽光発電装置を  

つけ、環境教育に役立つよ

う設計されています。 

●菅谷中学校の体育館は、昭和 40 年に建

設されました。大地震の時には、上下に

揺れると危険な建物という判断でした。 
●屋根に太陽光発電の装置をつけ、モニタ

ーで、中学生に温暖化対策の学習ができ

るようにします。 
●３億５千万円くらいの予算です。 
中学生の体育館活用は、回数も多いので、

通風がよく、使いやすいものに！ 

 

七郷小と菅谷中の体育館は耐震強度が

不足していることがわかりました。 

 

●国の円高・デフレ対応のための総合
．．．．．．．．．．．．．．

経済対策
．．．．

を活用して七郷小・菅谷中

の体育館を建替えます。 
●国の補助金が 3 分の１、残りは借金

になるのですが、借金した返済額の

70％を、あとで国からの交付税措置

される制度です。 
●将来の借金返済が増えます。が、嵐

山町は、深谷活断層による地震が起

きた時、倒壊などの大きな被害が予測

され、避難所としても体育館の建て

直しは、必要だろうと考えました。 

 

 


